
≪事業の目的及び現在の取組み概要等≫

基　本　施　策 E7 安全・安心で快適な道路・公園をつくります

土木企画課

編　成　区　分 当初

≪基本情報≫

整　理　番　号 33002 事務事業評価（事前）シート 提　出　日 令和3年12月8日

評価対象年度 令和4年度 事業担当課

事 務 事 業 名 花と緑の整備計画策定費

なにが どうなっている

公園が 安全・安心で快適に利用されている。

現状・問題点

長崎市では、これまで良好な都市環境の形成や地域の環境美化などを目的に、市道や
都市公園において、花木等の植栽を行ってきたが、根上がり・肥大化し倒木の可能性が
ある樹木や手入れが行き届いていない花壇、さらには、花木等の配置や種類に統一感が
ない箇所も見受けられる。

2025年度にめざす姿
（なにが、どうなってい

る）

なにが どうなっている

道路・公園が 安全・安心で快適に利用されている。

個　別　施　策 E7-2 だれもが安全・安心で快適に利用できる公園をつくります

2025年度にめざす姿
（なにが、どうなってい

る）

目標（誰（何）をどのよう
な状態にしたいのか）

良好な都市景観や安らぎと潤いのある住環境の形成、歩いて楽しい公共空間が創出され
ている。

課題（どういうことをす
る必要があるのか）

限られた予算の中、市街地の街路樹や公園樹木、花壇等について、周辺環境に適した整
備・改善や持続可能な維持管理を行っていく必要がある。

≪事業の概要≫

事業の具体的内容
（対象、事業主体、事業
期間、総事業費、事業

費内訳等記載）

　市街地の街路樹や公園樹木、花壇等について、周辺環境に適した整備・改善を行って
いく必要があり、そのための指針となる基本計画を策定する。
【事業内容】花と緑の整備計画策定業務委託
⑴ 対象範囲と対象施設
　　　市街地内の市道（街路樹・道路花壇）、都市公園（公園樹木・公園花壇）
⑵ 主な業務内容
　ア 現況調査・課題等の整理
　イ 基本方針の設定
　ウ 整備・改善方針の設定
　・地域の特徴などを踏まえ、エリア（商業・業務地、観光地周辺、住宅地、河川沿いなど）
ごとの花木等の整備・改善に関する指針の作成（新設・改善・廃止の判断基準、低中高
木・花壇等の配置、樹種・花種等の選定の考え方など）
【事業期間】令和４年度
【事業費】10,000千円

上記の問題点に対して
現在行っている事業の

有無
　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）

当該新規・拡大事業を
行うにあたり、縮小・統

合・廃止する事業

　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）
　新規・拡大事業を行うためには、今までやってきた取組みを検証し、成果や効果が低い
事務事業の終了も含めた「選択と集中」に努めることが不可欠です。

業務量の増減 378時間の増

新 規

拡 大



当　年　度 10,000 10,000

10,000

金額（千円） 国 県 地方債

市民等の参画と
協働のまちづくり

（取組みに☑をし、
その内容を記載）

事　業　期　間 （　　年度～　　年度　）

その他 一般財源

財源名称　

総　　　額 10,000

100.0%

成果指標及び
目標値の説明

事業の進捗を客観的に判断できる数値として、総事業費に占める事業費累計の割合を
事業進捗率とし、成果指標とした。

評　価　結　果

(1)今後の事業の方向性と理由

予
算
額

成
果

(

活
動

)

指
標

指標（単位） 事業進捗率（事業費ベース）

年　　　度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

目　標　値

　市道や都市公園において、花木等の植栽を行いながら都市景観の形成や地域の環境美化にこれまでも努めて
きたが、根上がり・肥大化した樹木、手入れが行き届いていない花壇などが見受けられる状態である。
　市街地の街路樹や公園樹木、花壇などを商業地や観光地周辺、住宅地といった地域の特徴を踏まえ、エリアご
との環境に適した整備・改善を行っていくため、その指針となる基本計画を策定するものである。
　それぞれの地域に適した整備・改善の指針が示されることで、良好な都市景観や住環境の形成が促進されるこ
とから、事業の実施は適当である。
　ただし、事業実施に対する意見は次のとおり。

【事業実施に対する意見】
・今実施しなければならないという必要性の説明をわかりやすく整理すること。
・都市計画課主導で策定が進んでいるグランドデザインとの整合を図ること。
・後年度の財政負担も視野に計画を策定すること。

(2) 評価会議における指摘事項

単年度 単年度繰り返し 期間限定

一部不採択

所管案のとおり

企画不十分

事業規模縮小

企画不十分不採択

採択
事業のやり方改善 事業規模拡大

事業統廃合 その他

情報共有 参画 協働


